
新人看護職員研修推進事業 都道府県名 （　神奈川県　　　　　　　　　）

１．協議会の設置の有無 A 有 B 無

２．協議会の委員の人数 （　１３　　　）名

３．協議会の委員構成

　 （　　１　　）名
（　　８　　）名
（　　１　　）名
（　　３　　）名

４．平成２３年度における協議会の開催回数（年度内の開催予定も含む） （　　３　　）回
５．協議会の主な検討事項、活動内容等（自由にご記入ください）

１．アドバイザー派遣の有無 A 有 B 無
２．アドバイザーを派遣した施設数 （　　　　）回
３．派遣回数 延べ（　　　　）回
４．アドバイザー派遣の基準（施設類型や病床数等による基準を設けているか否か等について
　　ご自由にご記入ください）

５．アドバイザーの状況
(1)職種
(2)人数 （　　　　）名
(3)アドバイザーの要件（個人への依頼の場合には、当該個人をアドバイザーに選定した理由・要件）
　　　　　　　　　　　　　　（施設への依頼の場合には、当該施設を選定した理由・基準）

６．アドバイザーの主な活動内容

関係行政機関　2名 関係行政機関

Ⅰ．協議会に関すること

（記載例） 職種等 人数

病院団体　2名 病院団体
職能団体　3名 職能団体
教育機関　2名　 学識者

Ⅱ．新人看護職員研修の実施が困難な病院等に対するアドバイザー派遣に関すること

検討事項及び活動内容
１．新人看護職員研修の実態把握について
　　県看護協会（当該協議会事業委託）、県看護部長会の協力のもと、当該研修について
　　の研修開催の状況について調査を施行。
２．新人看護職員研修の受入れ体制の整備について
　　県看護部長会地区代表（委員）を中心に、地域や各病院の実情等の情報交換を行い、
　　上記調査結果をもとに、地区ごとに、医療機関受入れ研修の実施を計画している病院、
　　他施設における研修を利用したい病院のマッチングを行い、新人研修の着実な推進
　　を目指す。
３．新人看護職員研修の内容の充実について
　　新人研修の体制整備とともに、看護職員としてのキャリアアップについても視野に入れ、
　　施設・地域において、看護職員が育成できるような内容を検討していく。



１．情報共有、連携・調整の方法、内容(自由にご記入ください）

１．事業内容（自由にご記入ください）

○県看護部長会（組織率９２．７％）の地区代表（委員）を中心に、当該協議会での議事
　内容や検討事項をそれぞれの地区に持ち帰り、検討・情報収集を行い、さらに当該協
　議会にフィードバックしてもらっている。
○県看護部長会開催の際に当該協議会の意義や新人研修の普及について説明を行
　ったり、多施設合同研修（県看護協会委託）の様子について報告を行っている。

○新人看護職員研修事業
　ホームページや郵送、県看護部長会において、周知を行っている。
　　・事業内容：新人看護職員が基本的な臨床実践能力を獲得するための研修を実施する
　　　ことにより看護の質の向上及び早期離職防止を図ることを目的とする。
　　・対象：病院等
　　・対象数　平成２３年度　　※(2)の実施病院数は（1）の内数＜計画書提出施設数＞
　　　（１）新人看護職員研修事業１１７施設
　　　（２） 医療機関受入研修事業　１４施設

○多施設合同研修（県看護協会委託）
　研修の状況においては、県看護部長会において、紹介、報告をしている。
　　・事業内容：新人看護職員の職場適応をしやすくする。実地指導者への教育方法の
　　　学習機会を提供することで、新人看護職員への建設的な支援ができる。
　　　技術演習、講義・演習・ロールプレイ・リフレクション
　　・対象：３００床以下の病院（約２６０施設）　郵送にて周知・募集
　　・対象数：新人６１名、実地指導者７４名（５７施設）
　　・期間：平成２３年５月～平成２４年１月（通年）
　　・回数：新人＋実地指導者の合同コース（４日間）、実地指導者コース（３日間）

○研修責任者研修（県看護協会委託）
　ホームページや会報等とともに、研修募集の周知を行っている。
　　・事業内容：新人看護職員研修体制の構築と企画・運営について学ぶ。教育担当者
　　　と実地指導者への教育的・精神的支援について学ぶ。
　　・対象：施設内研修責任者の任にある方、その予定の方
　　・対象数：５１名（５１施設）
　　・期間：平成２３年１２月
　　・回数：４日間

  ○研修責任者フォローアップ研修（県看護協会委託）
　ホームページや会報等とともに、研修募集の周知を行っている。
　　・事業内容：新人看護職員研修における研修責任者の役割遂行を振り返り、課題を
　　　整理し、問題解決の糸口を見出す。
　　・対象：看護職
　　・対象数：３１名（３１施設）
　　・期間：平成２３年９月
　　・回数：１日間

Ⅲ．施設間における情報共有、連携・調整に関すること

Ⅳ．新人看護職員研修の普及啓発に関すること



２．対象及び対象数(自由にご記入ください）

１．に記入済み

１．に記入済み

３．期間、回数等(自由にご記入ください）

１．に記入済み

１．に記入済み

１．事業の効果および評価に関すること（自由にご記入ください）

（施設間における情報共有、連携・調整）

（期間）

○ホームページ等の活用を行うとともに、協議会の項目同様、県看護部長会と協力・連携を
行いながら、推進を進める。新人看護職員研修事業、医療機関受入研修事業においては、
今年度は平成２２年度に比較して増加しているので、普及啓発を継続して行っていく。

（アドバイザー派遣）

（新人看護職員研修事業の普及啓発）

○協議会から委員等を通じ、継続した働きかけを行い、県看護協会、県看護部長会へのさら
なる浸透を深めたい。

（回数）

○県看護部長会の地区委員を協議会の委員としているため、地区活動や研修会等を利用
し、浸透することが可能である。研修の整備体制については、現在調整を進めているが、推
進・拡大においては、地域においての取り組みが不可欠であるため、次年度も引き続き継続
していきたいと考える。

Ⅴ．事業の評価に関すること

（協議会）

（対象）

（対象数）


	推進事業

